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4. 試設計

第3節 洋上風力発電の開発動向・要素技術と経済性評価

〔1〕 洋上風力発電(着床式・浮体式)の開発動向・要素技

術と経済性

1. 洋上風車の課題
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1.2 RED セル出力に影響するパラメータ
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1.5 スペーサー・シャドウ効果と濃度分極

1.6 イオン膜対の性能比較

1.7 オランダWETSUS 研究所のブルーエネルギー計画
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2.2 PRO 発電実証プラント一号機開設

2.3 2000 年以前のPRO 発電の実験およびモデル研究

2.4 PRO 発電における圧力交換器

2.5 PRO 発電性能に対する濃度分極の効果
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3. 濃度差発電のコスト

3.1 コストはまだまだ高い

3.2 発電コスト低減のためのアイデア

4. RED(逆電気透析)発電か,PRO(浸透圧)発電か?

第4章 日本における海洋再生エネルギーの賦存量と適地選

定

第1節 波パワーの賦存量と波力発電の適地選定

1. 波の持つエネルギーとパワー

2. 日本における波力発電の有望な海域と賦存量

第2節 海流・潮流・潮汐発電の賦存量と適地選定

1. 海流のエネルギー賦存量

2. 潮流のエネルギー賦存量

2.1 潮流のデータソースおよび平均潮流パワー計算法

2.2 数値モデルによる適地選定計算例

3. 潮汐のエネルギー賦存量

第3節 洋上風力発電の賦存量とポテンシャル

1. 算定の前提条件

2. 洋上風力合計の賦存量

3. 洋上風力合計のポテンシャル

4. 着床式洋上風力のポテンシャル

5. 浮体式洋上風力のポテンシャル

6. 風力発電の発電コスト(発電原価)

7. 陸上風力と洋上風力との合計ポテンシャル

8. 洋上風力発電の適地

9. 長期導入目標

第4節 海洋温度差発電の賦存量と適地選定

1. 賦存量

1.1 世界の賦存量

1.2 日本の賦存量

2. 適地選定

第5章 実現にむけての技術課題

第1節 施工・メンテナンスに関わる検討事項

1. 施工に関わる検討事項

1.1 施工条件

1.2 施工方法

2. メンテナンスに関わる検討事項

2.1 維持管理計画

2.2 点検項目及び点検頻度

2.3 更新及び撤去

第2節 耐久性,耐塩害性と対策

1. 海洋環境における材料の劣化

1.1 塩害

1.2 疲労による強度低下

1.3 磨耗

1.4 生物の付着

2. 防食工法

2.1 鋼材

2.2 コンクリート

3. 海洋構造物の塩害対策

3.1 基礎および浮体

3.2 係留索

3.3 発電機等機械類

第3節 送電方式

1. 洋上風力からの送電の特徴

2. 洋上風力からの送電方式

3. 洋上風力の電力系統への影響

第4節 変動する電力の水素化・メタン化による供給

1. キーシステムと材料

1.1 水素製造の陰極

1.2 海水電解における酸素発生のための陽極

1.3 二酸化炭素メタン化触媒

2. 実証プラントとパイロットプランと

第5節 浮体

1. 浮体式風車のための浮体形式

1.1 平面型浮体

1.2 柱状型浮体

1.3 緊張係留型浮体

2. 浮体の設計

第6節 係留システム

1. 位置保持方法

2. 注目される係留技術

2.1 アンカー

2.2 合成繊維ロープ

第7節 風車

1. 洋上風車の歩み

1.1 全般

1.2 既設洋上風車の運転状況
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1.3 既設洋上風車の主な事故例

2. 風車の大型化

2.1 大型化の必要性

2.2 大型化の現状

2.3 今後の風車の大型化

3. 信頼性向上

3.1 信頼性向上の重要性

3.2 信頼性向上対策

3.3 洋上風車のドライトレインの開発

3.4 コンディションモニタリング

4. 塩害対策

5. メンテナンス性向上

6. 発電機

6.1 全般

6.2 発電機のタイプ

6.3 洋上風車用同期発電機

6.4 永久磁石式発電機の軽量化

6.5 高温超伝導発電機

第8節 軸受

1. 洋上風力発電装置の大型化

1.1 洋上化

1.2 風力発電装置の大型化

1.3 軸受の大型化

2. 風力発電装置用軸受

2.1 使用部位

2.2 軸受寿命

2.3 軸受の大型化と技術課題

3. 大型軸受の解析取り組み

3.1 主軸受

3.2 実機シミュレーション試験

第6章 海洋エネルギー変換器の標準化・規格化

1. IECにおける標準化・規格化活動

1.1 概要

1.2 ワーキンググループ(WG)の活動状況

1.3 TC114の今後の動き

2. IEAにおける標準化・規格化活動

2.1 IES-OESのガイドライン紹介

3. EMECにおける標準化・規格化活動

第7章 海洋エネルギー開発に関わる法規制

1. 海洋エネルギー開発に関する基本法制と政策

1.1 海洋基本法・基本計画

1.2 エネルギー政策基本法・基本計画

1.3 「新成長戦略」

2. 発電事業の推進に関する法規制

3. 海域利用に関する法規制

3.1 区域指定海域および海岸の一時的占用許可

3.2 漁業,船舶航行等の他の海域利用との調整

3.3 その他の関連法制

第8章 環境への影響と安全性

第1節 海洋利用の環境影響評価

1. 海洋開発の環境影響評価の考え方

1.1 環境因子と影響フロー

1.2 生態系アセスメント

1.3 評価の枠組み

1.4 評価手法とモデル

1.5 多面的・包括的な評価

2. 海洋利用の環境影響評価事例

2.1 海洋構造物の環境影響

2.2 洋上風力発電による環境影響

第2節 洋上風力発電浮体の安全性評価

1. 発電機能喪失を評価関数とする風力発電浮体のリスク

ベース安全性評価

1.1 リスクベース安全性評価

1.2 検討対象と検討範囲

1.3 HAZID(Hazard Identification)

1.4 定量的リスク解析

2. ウィンドファームにおける風力発電浮体の連鎖漂流事

故リスク評価

2.1 連鎖漂流事故リスク評価の必要性

2.2 想定するウィンドファーム

2.3 漂流シミュレーション方法

2.4 連鎖漂流事故リスクの算定例

2.5 目標安全レベル

第3節 海洋深層水利用と環境

1. 海洋深層水とは

2. 海洋深層水の冷熱利用による環境影響の可能性

3. 海洋深層水の富栄養性利用による環境影響の可能性

第9章 実用化・社会化していくための新たな取り組み

第1節 海洋の利用権・実証実験フィールドの実現と社会的

コンセンサス
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1. 奇跡の日本列島とその海

2. 海洋空間利用計画

3. 海洋エネルギーの実証実験フィールド

4. 日本という地域性

5. 海洋エネルギー普及の要件と社会的コンセンサス

6. ブームから国家戦略に

第2節 東京都の波力発電への取り組みと課題

1. 東京都の気候変動対策と波力発電

2. 波力発電検討会設置までの経緯

3. 波力発電検討会の取り組み内容と成果

4. 波力発電の実用化に向けた社会的課題～海洋エネルギ

ーと海洋コモンズ

第3節 酒田港における海洋再生エネルギー実海域実験場に

むけた取り組み

1. 自然エネルギー拠点としての酒田港

2. 新たな実証実験場構想への動き

3. 酒田港における実海域実証実験場構想の概要

4. 関係者との協調や連携、将来に向けた拡張性

第4節 沿岸域の利用と地域振興

1. 沿岸漁業の現状

1.1 沿岸域環境の変化

1.2 漁業就業者の変化

1.3 沿岸漁業生産の推移

1.4 漁村の立地環境

1.5 地域経済の核としての漁業

2. 沿岸域の利用制度

2.1 漁業権の種類

2.2 漁場計画

2.3 漁業権の意義

3. 漁村とエネルギー問題

3.1 水産業界におけるエネルギー問題の検討例

3.2 沿岸域におけるエネルギー対策検討の課題

4. 海洋エネルギー開発と水産業維持発展の調和に向けて

第5節 水産分野におけるエネルギー問題への取り組みと期

待

1. 水産資源とエネルギー問題

2. 水産分野におけるエネルギー需要

2.1 漁船漁業

2.2 養殖業と電気の利用

3. 水産分野における再生可能エネルギーへの取り組み

3.1 再生可能エネルギーの特徴とバイオマスエネルギー

の活用

3.2 海洋エネルギー利用への考えと取り組み

4. 海洋エネルギーが期待される水産分野

4.1 海面養殖場の海底環境の浄化・保全

4.2 沖合養殖

4.3 その他

第6節 漁業組合の風力発電取組み実証と持続可能なエネル

ギー開発の参画

1. はさき漁港風力発電導入プロジェクトの経緯

2. はさき漁港における風環境

3. 委員会の検討事項

4. 風力発電機の運用結果

5. 将来導入への有望サイト

第7節 鳥取県泊漁港沖における洋上風力発電団地建設プロ

ジェクト

1. 湯梨浜町沖における洋上風力発電団地プロジェクトの

概要

2. 泊漁港での風況観測結果と隣接風力発電団地との相関

について

2.1 湯梨浜町泊漁港での風況観測

2.2 泊漁港での風況観測結果と北栄町風力発電施設との

相関

3. 洋上発電プロジェクト事業会社と水産業者、住民との

関係

第8節 青森県における海洋エネルギー発電システムの実証

実現に向けて

1. 津軽海峡における潮流発電の意義

2. これまでの取組経過

3. 大間崎潮流発電実用化委員会の調査研究結果

3.1 流況調査

3.2 経済性評価

4. 津軽海峡海流発電の地元への還元

4.1 大間漁協で使用する電力の供給

4.2 洋上マグロ基地

4.3 海水製氷工場

4.4 昆布・あわび・ウニの総合養殖

4.5 プラグインハイブリッド漁船

4.6 海草を使ったバイオエタノール製造

4.7 観光資源としての海流発電


